
はい

はい いいえ

居宅介護支援事業所等において、介護支援専門員として実務に従事した経験がある。※注１

現時点で、更新
研修を受講する
ことはできません

いいえ

更新申請手続き後（有効期間満了日の１年前から受付）、更新完了

平成２９年中（平成２９年１月１日～１２月３１日）に介護支援専門員証の有効期間満了を迎える。

実務経験者向け
更新研修（８８時間＊）
＊平成27年度までは、53時間

◇受講研修 ： 更新研修課程Ⅰ（５６時間＊）
＊平成27年度までは、33時間

＆
更新研修課程Ⅱ（３２時間＊）
＊平成27年度までは、20時間

◇予定時期 ： 平成２８年６月～１１月

◇その他 ： 専門研修課程を受講している
場合は受講した課程は免除と
なります。
※注２～４

実務未経験者向け
更新研修（４４時間＊）
＊平成28年度の介護支援専門員実務研修受講
試験合格発表の日以降は、54時間

◇受講研修 ： 実務未経験者向け更新研修
（４４時間＊）
＊平成28年度の介護支援専門員
実務研修受講試験合格発表の
日以降は、54時間

◇予定時期 ： 平成２８年１０月～１２月

◇その他 ： 実務研修及び再研修と
同科目＊となります。
※注４
＊平成28年度の介護支援専門員
実務研修受講試験合格発表の
日以降は、一部同科目となりま
す。

【フローチャート補足】

※注１・・・

介護支援専門員として実務に従事するとは、「居
宅介護支援事業所」のほかに「特定施設入居者
生活介護（地域密着型を含む）」、「グループホー
ム」、「小規模多機能型居宅介護」、「複合型サー
ビス」、「地域包括支援センター」、「介護保険施
設」等でケアプラン作成の業務をすることを指しま
す。
（実務従事期間は問いません）

※注２・・・

専門研修課程Ⅰの受講対象者は、「介護支援専
門員としての実務に従事している者であって、就
業後６ヶ月以上の者」と原則定められています。

※注３・・・

専門研修課程Ⅱの受講対象者は、「介護支援専
門員としての実務に従事している者であって、就
業後３年以上の者」と原則定められています。

※注４・・・

更新研修課程Ⅰ、更新研修課程Ⅱ、実務未経験
者向け更新研修の受講対象者は、「介護支援専
門員証の有効期間がおおむね１年以内に満了す
る者」と原則定められています。

【その他】

（１）更新研修を受けずに介護支援専門員証
の有効期間が切れた場合、再研修を修了す
ることにより再度、証の交付を受けることが
できます。

（２）他都道府県登録の方は、大分県で更新
のための研修は原則受けられません。登録
している都道府県に確認してください。

（３）左記は一例です。複雑な制度のため、
必ずしも当てはまらない場合があります。ま
た、研修受講の判断は、介護支援専門員証
の有効期間と研修時期等をよく考慮してくだ
さい。

大 分 県 の 更 新 研 修 フ ロ ー チ ャ ー ト（１回目の資格更新者対象）

（参考） 大分県庁ホームページ http://www.pref.oita.jp/site/144/kaigosien-senmonin2.html



いいえ

大 分 県 の 更 新 研 修 フ ロ ー チ ャ ー ト（２回目の資格更新者対象）

介護支援専門員証の有効期間満了日より前５年間に、居宅介護支援事業所等において、介護支援専門員として実務に従事した経験がある。※注１

はい

いいえ

更新申請手続き後（有効期間満了日の１年前から受付）、更新完了

【フローチャート補足】

※注１・・・

介護支援専門員として実務に従事するとは、
「居宅介護支援事業所」のほかに「特定施設入
居者生活介護（地域密着型を含む）」、「グルー
プホーム」、「小規模多機能型居宅介護」、「複
合型サービス」、「地域包括支援センター」、
「介護保険施設」等でケアプラン作成の業務を
することを指します。
（実務従事期間は問いません）

※注２・・・

専門研修課程Ⅰの受講対象者は、「介護支援
専門員としての実務に従事している者であって、
就業後６ヶ月以上の者」と原則定められていま
す。

※注３・・・

専門研修課程Ⅱの受講対象者は、「介護支援
専門員としての実務に従事している者であって、
就業後３年以上の者」と原則定められていま
す。

※注４・・・

更新研修課程Ⅰ、更新研修課程Ⅱ、実務未経
験者向け更新研修の受講対象者は、「介護支
援専門員証の有効期間がおおむね１年以内
に満了する者」と原則定められています。

【その他】

（１）更新研修を受けずに介護支援専門員
証の有効期間が切れた場合、再研修を修
了することにより再度、証の交付を受ける
ことができます。

（２）他都道府県登録の方は、大分県で更
新のための研修は原則受けられません。
登録している都道府県に確認してください。

（３）左記は一例です。複雑な制度のため、
必ずしも当てはまらない場合があります。
また、研修受講の判断は、介護支援専門
員証の有効期間と研修時期等をよく考慮
してください。

平成２９年中（平成２９年１月１日～１２月３１日）に介護支援専門員証の有効期間満了を迎える。

はい

実務経験者向け
更新研修（３２時間＊）
＊平成27年度までは、20時間

◇受講研修 ： 更新研修課程Ⅱ
（３２時間＊）
＊平成27年度まで
は、20時間

◇予定時期 ： ９月～１１月

◇その他 ： 専門研修課程を
受講している場
合は受講した課
程は免除となりま
す。
※注２～４

実務未経験者向け
更新研修（４４時間＊）
＊平成28年度の介護支援専門員実務研修
受講試験合格発表の日以降は、54時間

◇受講研修 ： 実務未経験者向け
更新研修（４４時間＊）

＊平成28年度の介護支援専門員
実務研修受講試験合格発表の
日以降は、54時間

◇予定時期 ： １０月～１２月
◇その他 ： 実務研修及び再研修と

同科目＊となります。
※注４
＊平成28年度の介護支援専門員
実務研修受講試験合格発表の日
以降は、一部同科目となります。

実務経験者向け
更新研修（８８時間＊）
＊平成27年度までは、53時間

◇受講研修 ： 更新研修課程Ⅰ
（５６時間＊）
＊平成27年度までは、33時間

＋

更新研修課程Ⅱ

（３２時間＊ ）
＊平成27年度までは、20時間

◇予定時期 ： ６月～１１月
◇その他 ： 専門研修課程を受講して

いる場合は受講した課程
は免除となります。
※注２～４

前回の更新時に、専門研修または実務経験者向け更新研修（３３時間＋２０時間）を修了し更新をした。・・・①へ

前回は、実務未経験者向け更新研修（４４時間）を修了し更新をした。・・・②へ

再研修を受講して介護支援専門員証の交付を受けた。・・・②へ

＊主任介護支援専門員更新研修を修了した場合は、更新研修の受講は免除となります。
主任介護支援専門員の方で、主任介護支援専門員の更新を希望する場合は、主任介護支援専門員更新研修
を受講して、介護支援専門員証を更新してください。

現時点で、更新
研修を受講する
ことはできません

①

（参考） 大分県庁ホームページ http://www.pref.oita.jp/site/144/kaigosien-senmonin2.html

いいえ

②


